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１．はじめに 

ホログラフィックメモリは次世代の光メモ

リ技術として期待されており，これまでの研究

では２値の高速変調可能な空間光変調器を用

いた高密度記録方法の検討を行ってきた[1]．

一般に，ホログラフィックメモリでは，記録密

度の向上のためにページデータパターンのフ

ーリエ面に矩形開口がおかれるが，これまでの

研究で提案している手法は，その矩形開口サイ

ズを小さくして画質を劣化させても情報が復

元できるというものである．しかし，開口の位

置ずれの効果が大きく，その補正方法を検討す

る必要がある．そこで本研究では，撮像面での

信号波を解析関数で表現し，それを用いてペー

ジデータを復元する方法を検討する． 

 

２．ページデータの再生方法の検討 

図１に信号波の SLM から記録面までの伝播

の概略図を示す．SLMの画素(𝑚, 𝑛)において振

幅と位相を𝐴𝑚,𝑛，𝜙𝑚,𝑛とすると，撮像面におけ

る信号波の複素振幅は， 
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図 1 Schematic of signal wave propagation 

ここで，(𝑥𝑚′, 𝑦𝑛′)は，像面におけるページデー

タの画素サイズ，𝑝′は画素間隔，𝐷Nは矩形開口

のナイキストサイズ，𝐷𝑥，𝐷𝑦は矩形開口サイズ，

𝜉D，𝜂Dは矩形開口の位置ずれ量を示す．また，

bprtは画素の広がりを表す関数であり， 

 bprt(𝑥̂, 𝑎, 𝑏)

= ∫
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で定義している．撮像面と結像位置に撮像素子

を置くと，撮像素子の画素では画素面積で積分

した値が得られる．しかし式(1)で積分値およ

び隣接画素の影響がわかるので，連立方程式よ

って，元のページデータが抽出可能となる．今

後は，提案手法の実証実験を行う． 

本研究の一部は(独)科学技術振興機構(JST)

の研究成果展開事業【戦略イノベーション創出

推進】の支援によって行われた.  
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